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 近年、土地の境界に関する紛争が増加しています。 

不動産は高額であるため、所有者の権利意識は非常に高く、また日

本は国土が狭いこともあり、わずか数センチのことで紛争が起きる

ことも珍しくありません。 

 境界さえはっきりしていれば紛争は未然に防ぐことができますが 

境界が不明であれば紛争は起こるべくして起こります。 

 自分の財産を守り、隣地とトラブルにならないために、まずは境

界の重要性を知らなければなりません。 

 （境界標の設置） 

 土地の境界標は、一筆の土地の境に設置された標識のことで、そ

の土地の所有者が排他的に使用できる範囲を、客観的に定めたもの

です。 

 樹木、塀を境界としているところもありますが、それでは現況が

変化してしまうと、だれも正確な境界点を証明することができませ

ん。境界は不動でなければ境界とは言えません。 

知っておきたい境界のこと その1 

 アパートやマンションを借りる際は、連帯保証人を求め

られるのが一般的です。 

 連帯保証人は入居者が家賃を滞納するなど契約上の債務

を履行しない場合は、入居者に代わって債務を履行しなけ

ればなりません。これを保証契約といいます。 

 保証契約は、賃貸人と保証人の契約ですから、当該契約

は保証人の真意に基づくものでなければなりません。 

 保証人に無断で契約書が作成された場合、保証契約が有

効に成立しているかが問題となります。 

（保証を否認された場合の対応） 

 契約書上の保証人となっている者から「保証人になった

覚えがない」と言われた場合、契約締結時の経緯を調査す

る必要があります。 

 賃貸者契約書には、賃貸人、賃借人、保証人の三者が署

名押印して行われることが多く、保証契約は賃貸人と保証

人との間で締結されることになります。 

 保証契約は、保証人の保証意思に基づいてなされたもの

でなければならず、保証意思に基づかずに契約書が作成さ

れた場合は、保証契約は成立していないことになります。 

 保証を否認する場合として、真に契約が成立していな

い場合もあるでしょうし、契約はしたけれども責任を免

れるために嘘を言っていることも有り得ます。 

 そうすると、契約当時の事実関係はどうであったかを

調査する必要があります。 

 ①賃借人と保証人との関係 

 ②契約書の署名は当事者立会いのうえでなされたか 

 ③賃借人が保証人の署名押印をもらってきたのか。こ 

  の場合、保証人の保証意思をどのように確認したの 

  か、また、どのような書類を徴求していたか。 

 

 ただし、これらを調査しても、保証人の意思に基づい

てなされたかどうか微妙な場合もあるでしょう。 

たとえば、保証人の署名が保証人の筆跡ではない場合

（賃借人が署名）であっても、それが保証人の代理意思

に基づいてなされていれば、代理権に基づいて契約が成

立する場合もあります。 

 しかし、保証を否認された場合、保証契約の有効を立

証するのは賃貸人の側で、立証可能な材料が揃わなけれ

ば、保証契約が認められず、その結果、保証債務は発生

せず、保証人に滞納賃料を請求することはできません。 
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いたけれど、値引きをせよと言っておられるそうですね。うち

はこの業界で何十年もやってきたが、こんなこと言われたの

は、米本さん、あなたが初めてですよ」 

 見え透いた嘘を平気で言う社長。顔には若造に舐められて

たまるかと書いてありました。 

 しかし、ここで引き下がる訳には行きません。。 

 

 「値引きはしない、そう言われるのですね」 

 「そうは言っておらん。あんたが初めてだと言っただけだ」 

 

 とうとうこの人の本性が現れました。冷静に話し合おうと思っ

ていましたが、あんた呼ばわりされては話し合いもへったくれ

もありません。 

 「言っておきますけど、設計図面と現場写真を見せれば

どっちの言い分が正しいか争う余地はありませんよ。おたくが

そういう出方をするなら、然るべき所へ相談に行くしかないで

すね」 

 然るべき所がどこなのかわかりませんが、啖呵を切って帰っ

て来ました。 
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 前回は、手直し工事の代わりに値引きを・・・というところまで

でした。 

 担当者は会社に持ち帰って社長と相談すると帰っていきま

したが、結局、謝罪らしき言葉はひとつもありませんでした。 

 「担当者の人間性もあるけれど、やっぱり会社の姿勢が良く

ないんだな。あんまり期待できないが、かといって安易に妥協

しては駄目だよ」 

 私と違いいつも冷静な義兄ですが、納得できる回答でなけ

ればいつでも応援すると頼もしいことを言ってくれます。 

 一週間ほど経ったでしょうか、件の担当者が会って話をした

いと言ってきました。 

 会うのは構わないが、値引きの件はどうなったのかと聞くと、

会ったときに話すとかわします。 

 今、私も不動産業に携わっている身ですから、業界の悪口

など言いたくありませんが、当時の不動産会社に良いイメー

ジはありませんでした。 

 数日後、約束した時間に不動産会社に行くと、社長が出て

きました。 

  「米本さん、今度の件では随分迷惑を掛けたようですね。

ただね、言い訳かもしれませんが、建築は人がやるものだか

らどうしても間違いは生じるもんです。ところで担当者から聞


